
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 広島で学んで良かったと思える日本一の教育県の実現  

本県で学んだ子供たちが，将来社会の中で活躍し，「広島で学んで良かった。今の自分が

あるのは，広島のあの学校で，あの先生に学んだお陰だ。」と，本当に自信をもって言える，

自慢ができる，そういう子供たちを育てていきたいと考えている。 

本県では，これまで「新たな『教育県ひろしま』の創造」に向けた取組を積極的に進め，

一定の成果を上げており，今後，更に教育の充実を図り，「広島で学んで良かったと思える

日本一の教育県」を実現するためには，全ての子供の能力と可能性を最大限高める教育の

実現を推進していくことが重要である。 

全ての子供たちは本来，「～できるようになりたい」，「～が分かるようになりたい」とい

った願いや希望をもっており，それに対し，教育のプロである教師は，全力で応えていく

必要がある。 

しかしながら，子供たちは，日々の授業等において，何らかの原因でつまずいてしまう

と，それがきっかけとなって自信を失い，「どうせ自分にはできない」，「やっても無駄だ」

などと投げやりになるなど，何に対しても前向きに取り組もうとしなくなってしまう状況

に陥りやすい。 

そういった意欲を失っている子供たちに対し，「～しなさい」，「なぜ～できないの」など

と強制や批判を繰り返すだけでは，到底，教育的な効果は望めず，そういったときに，子

供たちが自らの主体的な選択と納得によって自ら学ぶように導くのが教師であり，教育の

プロとして真剣に考えていく必要がある。 

その中で，子供たち一人一人に，今の自分が実現したい夢や目標を，「こうなりたい」，「こ

うありたい」という具体的でありありとした鮮明なイメージ（上質イメージ）としてもた

せることが大切である。上質イメージをもった子供たちは，それを実現しようとして，「い

つまでに何をする」，「この段階までにこうなっておく」といった実現までのプロセスを自

ら考え，それに沿って行動できると考える。 

そのためにも，まずは，教師自身が，教育のプロとして「こうなりたい」，「こうしたい」

といった上質イメージをしっかりもち，それに向けて日々研鑽していくことが大切である。

広島で学んで良かったと思える日本一の教育県の実現 
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本県では，平成 22 年 10 月に「将来にわたって『広島に生まれ，育ち，住み，働いて良かっ

た』と心から思える広島県の実現」を基本理念とした「ひろしま未来チャレンジビジョン」（以

下，「チャレンジビジョン」という。）を策定した。この「チャレンジビジョン」に基づき，県

教育委員会では，平成 26年 12 月に，グローバル化する 21 世紀の社会を生き抜くための新しい

教育モデルの構築を目指して「広島版『学びの変革』アクション・プラン」を策定し，これか

らの社会で活躍するために必要な資質・能力の育成を目指した主体的な学びを促す教育活動を

積極的に推進することとしている。 

 

 

 

 

 



 

そういう努力をしている教師の姿を見て，子供たちは，「あの先生のようになりたい」，「あ

あいう人になりたい」という上質イメージをもち，それを目指して自らも行動していく子

供に育っていくのである。 

教師や学校は，子供たちに上質イメージをもたせることや，子供たち自身が上質イメー

ジをもつことができるように，日々の教育活動の中で子供たちと真剣に向き合い，「～って

面白い」，「～ができるようになるとこんなに良いことがある」，「自分でも努力すればでき

るようになる」ということを体感させ，それを認める。こういった経験を積み重ねること

により，子供たちは自信を回復し，「こうなりたい」，「こうありたい」と，更に上質なイメ

ージをもつことができるようになると考えている。 

このように，子供たちが自らの夢や目標に向けて挑戦し，学び続け，成長し続けるよう，

教職員が一体となって学校全体で支え続けることで，「広島で学んで良かったと思える日本

一の教育県の実現」につながるものと考える。 

 

２ 県教育委員会の施策（令和２年度の主要施策の概要） 

「チャレンジビジョン」の「四つの政策分野」のうち，教育委員会が大きく関わる「人

づくり」の分野には，「人の集まりと定着」，「教育」の二つの領域が設定されている。また，

「安心な暮らしづくり」の分野には「福祉」，「防災・減災」が，「豊かな地域づくり」の分

野には「中山間地域」，「魅力ある地域環境」が設定されている。 

「チャレンジビジョン」に掲げる目指す姿を着実に実現していくために，令和２年度に

特に重点的に取り組むべき施策やその方向性を示した「県政運営の基本方針 2020」のうち，

県教育委員会は，「デジタルトランスフォーメンションの推進」とともに「希望をかなえる

ための後押し」として，「社会で活躍する人材の育成」に重点的に取り組んでいく。 

また，平成 28年２月，「広島県 教育に関する大綱」（以下，「大綱」という。本誌Ｐ４）

が策定された。「大綱」は，乳幼児期における質の高い教育・保育の推進や家庭の経済状況等

に応じた適切な支援など，教育委員会と知事部局が連携して取り組む必要がある施策も含ん

だ，おおむね５年間の本県教育施策全般の基本的方向性を取りまとめたものである。 

「大綱」においては，「幼児期から大学・社会人まで」を見据え，学校・家庭・地域に加え，

経済界や産業界も含めた「オール広島県」で，「生涯にわたって主体的に学び続け，多様な人々

と協働して新たな価値を創造することのできる人材」を育成し，広島で生まれ，育ち，住み，

学んだ全ての者が，将来，「広島で学んで良かった」と思える，さらには，全国から，「広

島で学んでみたい」と思われる日本一の教育県を実現していくこととされている。 

さらに，「チャレンジビジョン」及び「大綱」を踏まえ，教育委員会の中期的な施策等を

明確にするため，平成 29年２月に新たな「広島県教育委員会主要施策実施方針」（本誌Ｐ５）

を定め，八つの柱に基づいて，30の取組を展開している。 
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 この度，平成27年４月の地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部改正により，知
事において定めることとされた「教育に関する大綱」について，次のとおり策定しました。 
 
「広島県 教育に関する大綱」の概要 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                 http://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/kyouiku/kyoikunikansurutaikou.html 

「広島県 教育に関する大綱」 

■「広島県 教育に関する大綱」は 

 

 

をあわせた今後おおむね５年間の本県教育施策全般の基本的方向性を整理 

 教育委員会が所管する施策 

 知事部局が所管する施策 

 教育委員会と知事部局が連携して取り組む必要がある施策 

３つの柱 

広島らしさ 

幼児期から 
大学・社会人 
まで 

オール広島県 広島らしさ 

 大綱全体を貫くコンセプトとなるテーマ 

 

 
 

 「本県教育の現状」「本県の育成すべき人材」など，４つの柱
で構成する総論 
・本県教育の現状      ・本県の育成すべき人材  

・「広島らしい」教育の推進 ・オール広島県で取り組む「日本一の教育県」の実現 

 
 「学校教育」に関すること，「学校教育等を支える環境」に関

することなど，９つの各論 

【１】乳幼児期における質の高い教育・保育の推進 

【２】「知・徳・体」のバランスのとれた「基礎・基本」の徹底 

【３】「これからの社会で活躍するために必要な資質・能力の育成を目指した主

体的な学び」を促す教育活動の推進 

【４】一人一人の多様な個性・能力をさらに生かし，他者と協働しながら新たな

価値を創造していくことができる力の育成 

【５】今後の社会経済環境の変化に対応できる高度な資質・能力を有する人材の

育成 

【６】教育上特別な配慮を必要とする児童生徒等への支援 

【７】教職員の力を最大限に発揮できる環境の整備 

【８】安全・安心な教育環境の構築 

【９】生涯にわたって学び続けるための環境づくり 

 

一人一人が，生涯にわたって主体的に学び続け，多様な人々と協働して
新たな価値を創造する人づくり 

広島県 教育に関する大綱 
～ 一人一人が，生涯にわたって主体的に学び続け， 

多様な人々と協働して新たな価値を創造する人づくり ～ 

 



 
ひろしま未来チャレンジビジョン（改定版）ひろしま未来チャレンジビジョン（改定版）ひろしま未来チャレンジビジョン（改定版）ひろしま未来チャレンジビジョン（改定版）    人づくり人づくり人づくり人づくり   新たな経済成長   安心な暮らしづくり   豊かな地域づくり 

 

教育に関する大綱「広島で学んで良かったと思える日本一の教育県の実現」    一人一人が，生涯にわたって主体的に学び続け，多様な人々と協働して新たな価値を創造する人づくり   総 論  ◆本県教育の現状 ◆本県の育成すべき人材 ◆「広島らしい」教育の推進 ◆オール広島県で取り組む「日本一の教育県」の実現   
 

広島県教育委員会主要施策実施方針 ８つの柱 各柱のねらい 30 の取組 １ 乳幼児期における質の高い教育・保育の推進 乳幼児期における教育・保育は，生涯にわたる人格形成の基礎を培い，その後の学校教育における生活や学習の基盤となる役割を担う重要なものであることから，その内容の改善・充実を図り，小学校教育との接続を一層強化する。 （１）乳幼児期の教育・保育の充実 ２ 「知・徳・体」のバランスのとれた「基礎・基本」の徹底 初等中等教育段階は，生涯にわたる学習の基礎を培う重要な時期であることから，乳幼児期までに培った力を生かしながら小学校教育を充実させ，中学校以降の教育へと円滑に接続させていく。 特に，今後，児童生徒の「主体的な学び」を促す教育活動を全県的に展開していくことから，その土台となる「基礎・基本」の確実な定着を図り，児童生徒に「確かな学力」，「豊かな心」，「健やかな体」をバランスよく育成する。 
（１）「基礎・基本」の徹底 （２）ことばの教育の推進 （３）道徳教育の充実 （４）体験活動の推進 （５）生徒指導上の諸問題対策の推進 （６）健康教育の推進 （７）食育の推進 （８）児童生徒の体力・運動能力の向上 （９）キャリア教育の推進と高校生の 就業能力の強化 ３ 「これからの社会で活躍するために必要な資質・能力の育成を目指した主体的な学び」を促す教育活動の推進 児童生徒一人一人の「基礎・基本」の確実な定着を目指した教育活動に加え，「知識を活用し，協働して新たな価値を生み出せるか」を重視し，「これからの社会で活躍していくために必要な資質・能力の育成を目指した主体的な学び」を促す教育活動，すなわち「学びの変革」を全国に先駆け，全県的に展開する。 （１）新しい教育モデルの構築に向けた教育環境の整備 （２）「課題発見・解決学習」の推進 （３）異文化間協働活動の推進 ４ 一人一人の多様な個性・能力をさらに生かし，他者と協働しながら新たな価値を創造していくことができる力の育成 一人一人が生涯にわたって自己の能力と可能性を最大限に高め，多様な個性・能力をさらに伸ばし生かしていく中で，多様な価値観を受容し，社会の様々な人々と協働・協調しながら，新たな価値を創造していくことができる力を育成しつつ，自己実現と社会貢献を図ることができるようにする。 また，本県がさらなる成長や持続的な発展を遂げていくため，我が国や郷土の伝統や文化についての理解を深め，広島への深い愛着や広島で学んだことへの誇り，将来広島に貢献したいという意欲などを有した，多様で厚みのある人材層を形成する。 
（１）多様で厚みのある人材層の形成に向けた県立学校の体制整備 （２）現代的・社会的な課題等に対応した学習の推進 （３）ジュニアスポーツの推進 ５ 教育上特別な配慮を必要とする児童生徒等への支援 全ての子供が，生まれ育った環境や障害の有無などにかかわらず，健やかに育ち，夢や希望，高い倫理観や豊かな人間性を持ち，意欲にあふれた自立した若者へと成長し，充実した生活を送る上で，自らの能力を伸長し，社会において発揮する機会が与えられるよう取り組む。 （１）特別支援教育の充実  （２）家庭の経済状況等に応じた適切な支援 （３）様々な困難を抱えた子供・若者への支援 ６ 教職員の力を最大限に発揮できる環境の整備 高い倫理観と豊かな人間性，子供に対する教育的愛情と教育に対する使命感などを有した教職員を採用していくとともに，教職員一人一人が持っている力を最大限に発揮し，自由闊達な雰囲気の中で生き生きと教育活動に取り組むことのできる環境を整える。 （１）教職員の資質・指導力の向上 （２）適切な人事管理の推進 （３）学校経営基盤の強化 （４）業務改善の推進 （５）情報化に対応した教育の推進 ７ 安全・安心な教育環境の構築 児童生徒が充実した教育活動を行い，十分な教育効果を上げるため，安全で安心して学べる学校環境の整備とともに，児童生徒の学習環境を整える。 あわせて，防災教育等の学校安全に関する教育の推進や，学校・家庭・地域・関係機関との連携の強化などにより，学校における児童生徒等の安全の確保に努める。 また，安全・安心な学校環境を構築するため，家庭と地域の連携により，家庭教育への支援を行う。 
（１）安全・安心な学校環境の整備 （２）家庭教育への支援 （３）学校・家庭・地域が連携した教育の推進 ８ 生涯にわたって学び続けるための環境づくり 学校や公民館，図書館等の社会教育施設をはじめとする学びの場を拠点として，地域の学びを支える人材を育成するとともに，関係機関と連携・協働しつつ，家庭や地域の教育力向上を目指した学習機会を充実する。 また，地域の誰もが生涯にわたり，興味，関心，適性などに応じて，気軽にスポーツや芸術・文化に親しむことができる機会や環境を整えるため，公共スポーツ施設や文化施設の充実・改善や学校体育施設の有効活用など，多様なスポーツ・文化活動の場づくりに取り組む。 
（１）生涯学習・社会教育を進める環境づくり （２）優れた文化に親しむ環境づくり （３）地域スポーツの推進 
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